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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
普通に訓練データを使って小さなCNN（畳み込みニューラルネットワーク）を（正規化を行わず）単純に訓練することで、ベースラインを設定します。これによって、71％の分類正解率が得られます。
データ拡張により、CNNの正解率は82％に改善されます。
学習済みのモデルによる特徴抽出



データ拡張：　訓練データの画像に対して移動、回転、拡大・縮小など人工的な操作を加えることでデータ数を水増しするテクニック。画像の移動、回転、拡大・縮小に対してロバストになるため認識精度が向上するようだ。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
モデルが小さく、よく正規化されていて、タスクが単純であるとすれば、数百個ほどのサンプルで十分かもしれません。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
手順4を行う理由は、ニューラルネットワークでは小さな入力値を扱うことが望ましいためです。
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